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教師用　指導案
１. テーマ・授業名
テーマ２　パラリンピックスポーツ
授　業 2　「シッティングバレーボールをやってみよう！」

２. 授業の目標
・�シッティングバレーボールのエッセンスを体験することで、パラスポーツを身近に感じ、興味を持つ。
・�上肢に障害のある人と下肢に障害のある人が共に参加できるようにバレーボールのルールを一部変
更して行うシッティングバレーボールを体験し、異なる特性をもつ人たちがともにスポーツを楽し
むための工夫の大切さを理解する。
・�チームプレーを行う中で、的確な指示を出したり、相手の立場に立って物事を考えたりすることの
必要性に気づく。その結果、障害者理解だけでなく、コミュニケーションがうまくとれるようになり、
友達を信頼したり、尊重しあったりしてクラスの雰囲気を高めることができるようになる。

３. 本時の位置づけ
・総合的な学習の時間での活用。
※その他、学級活動や学年集会などの時間を活用してもよい。

4. 指導上の留意点、工夫点
・�本時の前に、［2-1 パラリンピックスポーツについて学ぼう！］を実施し、時間内にシッティングバレー
ボールの試合やルールの映像を見せておくとよい。［2-1］を実施していない場合は、給食などの時
間を使って、本時が始まる前に映像を見せておくとよい。
・�ソフトバレーボールを体験したことがないと試合を成り立たせるのが難しいので、本時では練習ま
でにとどめる。
・複数時の授業数が確保できる場合は、サーブなどの練習をして、試合に挑戦するとよい。
・�「お尻を床につけたまま移動するには、どうするといいか」「長くラリーを続けるためにはどんなコ
ツがいるか」「言葉の掛け合いなどはどうすべきか」など、できるようになるための工夫ができてい
たら、積極的に認めていく。
※詳細は「かんたん！シッティングバレーボールガイド」（公財）日本パラスポーツ協会発行
http://www.parasports.or.jp/about/referenceroom_data/competition-guide_19.pdf

5. 準備物
・授業用シート（2-2）
・児童用ワークシート（2-2）
・映像資料：シッティングバレーボール
・ソフトバレーボール（チームの数分）
※なければビーチボールでも可
※�バレーボールは硬いので、やわらかいボールが望ましい。
硬いボールしか用意できない場合は、1回バウンドして
よい、キャッチしてよいなどのルールを適用するとよい。

・コーン（チームの数分）

【競技説明】
動画でコートの準備の仕方や、指導上の

留意点をご説明しています。

【教師用映像】シッティングバレーボー

ルをやってみよう！（4’25") をご覧くだ

さい。

・本教材は制作当時の競技名称に基づいて作成されています。2025年春に「座位バレーボール」に名称が変更になりました。内容の趣旨には変更はありません。
・本資料の無断での転載、複製、改変等の行為を禁止します。
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時 間 準備物／教師参照物

導入
（10 分）
【10 分】
目安
めあて：5 分
ルール：5 分

・授業用シート（2-2）

【教師参照】
・教師用ハンドブック
　�「パラリンピックス
ポーツとは」参照

・映像資料：
　�シッティングバレー
ボール

指導上の留意点・配慮事項
○教師の活動

（声かけ例）

学習活動
○児童の活動

（引き出したい児童の声）

〈展開案〉※【　】内は経過時間

(1)
・�様々な説明の中で、コミュニケーションの
大切さを感じさせ、児童の気づきを引き出
す。
(2)
・�バレーボールとの違いを示すことで、シッ
ティングバレーボールを理解しやすくする。

・試合はせず、練習のみすることを伝える。

・�肩や首、指を念入りにストレッチしておく。
・�座った状態で、受け身のような動きをして、
後ろに倒れてもあごをひいて、頭を打たな
いようにする練習をしておく。

(1)
・�鬼ごっこに限らず、お尻を床につけたまま
移動することに楽しさを感じさせるような
練習にする。
(2)
・�チームごとに、少し練習し、どうすれば速
く進めるか、考えながらできるようにする。

・�2 メートルくらい先にコーンを置いて、そこ
を回ってくるリレーを行うが、発達段階に
合わせて、距離を延ばしたり、途中で八の
字を描いたりするなどの工夫をする。

(1)
本日のめあてと、授業の内
容を説明する。
〈めあて〉
①�シッティングバレーボー
ルを体験する。

②楽しさを知る。
〈本日の授業〉
シッティングバレーボール
について知る→練習①→練
習②→振り返り
(2)
シッティングバレーボール
の基本的なルールを説明す
る。

シッティングバレーボール
に合った準備体操を行う。
・�座った姿勢での準備運動

お尻を床につけたまま動く
練習
(1)
鬼ごっこ
(2)
ボールをバトン代わりにし
て、あまり手を使わずお尻
を床につけたまま動くリ
レー

準備体操
（3 分）
【13 分】

展開①
お尻を床につけた
まま動く練習

（9 分）
【22 分】
目安
鬼ごっこ：4分
ルール：5分

・コーン
・ソフトバレーボール

【教師参照】
・映像資料：
　�シッティングバレー
ボール

【教師参照】
・映像資料：
　�シッティングバレー
ボール
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(1)
・�習熟度に応じて、1回バウンドまではよい、
キャッチをしてもよいなどのルールを作っ
てもよい。

・�足や頭などでもパスを上げてもよいことを
伝えてもよい。（体のどの部分を使ってもよ
い）

・�本来は、同じ児童が 2回連続でボールにふ
れてはいけないが、習熟度に応じて、その
あたりも加減してよい。

・�円陣がどんどん小さくなってきてしまう可
能性があるので、状況に応じて声かけをす
る。

・�慣れてきたら、3分間で何回パスをつなぐこ
とができるか、などの設定で競わせる。
(2)
・�（1）を数回やって、慣れてきたら、2チーム
でのパスのラリーを行い、時間があればパ
スが続いた数を競う。

・�うまく書けていない児童は、今日驚いたこ
とや新しく知ったことなどを聞き出して、
書けるようにフォローする。

・�時間がない場合は口頭のみの振り返りとし、
ワークシートは宿題にしてもよい。

・�児童の驚きや気づきを発表させ、よい発言
があったらほめる。

・発見したコツを披露させてもよい。
・�まとめとして、友達への配慮や、係として
的確に動けたことなど、よい態度があった
らほめる。

・用具の片づけも協力してできるようにする。

準備物／教師参照物

(1)
チームごとの円陣パスラ
リー

(2)
2 チームで向かい合い、3
回ずつパスして相手チーム
に回すというラリー

体験して思ったことを児童
用ワークシートに書かせ、
振り返らせる。
・ワークシートへの記入

数人に振り返りを発表させ
た後まとめる。
・発表させる
・まとめる
・協力して片づけをさせる

振り返り
（5 分）
【40 分】

指導上の留意点・配慮事項
○教師の活動

（声かけ例）

学習活動
○児童の活動

（引き出したい児童の声）
時 間

・�児童用ワークシート
（2-2）

まとめ・片づけ
（5 分）
【45 分】

・授業用シート（2-2）

【教師参照】
・教師用ハンドブック
　�「パラリンピックス
ポーツとは」参照

展開②
円陣パスラリー

（13 分）
【35 分】
目安
チーム内練習：
5分
ラリー：4分
2チームラリー：
4分

・�児童用ワークシート　
（2-2）




